
出水 庸介 

Yosuke DEMIZU, Ph. D.  
 
Education 
2001年     九州大学 薬学部 卒業 

2003年     九州大学大学院 薬学府 博士前期課程 修了 

2006年     九州大学大学院 薬学府 博士後期課程 修了 博士（薬学） 

 
Research Experience 
2004年     徳島文理大学 香川薬学部 助手 

2006年     長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 助教 

2008年     国立医薬品食品衛生研究所 有機化学部第二室 研究員 

2011年     国立医薬品食品衛生研究所 有機化学部 主任研究官 

2011年     国立医薬品食品衛生研究所 有機化学部第二室 室長 

2012年     ウィスコンシン大学マディソン校化学科 JSPS海外特別研究員 

2013年     東京工業大学 生命理工学部 非常勤講師 
2013年     横浜市立大学 客員教授 

2016年     長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 非常勤講師 

2017年     国立医薬品食品衛生研究所 有機化学部 部長（現職） 
2018年     横浜市立大学大学院 生命医科学研究科 大学院客員教授  

創薬有機化学研究室 主宰（併任） 
2020年     岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 客員教授  

生物有機化学研究室 主宰（併任） 
2020年     東京都医学総合研究所 客員研究員 
2021年     京都府立医科大学 非常勤講師 
2023年     広島大学 非常勤講師 

 
Committee 
・ 厚生労働省 薬事・食品衛生審議会 化学物質安全対策部会 委員（2024〜） 

・ 厚生労働省 薬事・食品衛生審議会 毒物劇物部会 委員（2021〜） 

・ 厚生労働省 薬事・食品衛生審議会 毒物劇物部会毒物劇物調査会 委員

（2021〜） 

・ 厚生労働省 薬事・食品衛生審議会 化粧品・医薬部外品部会 委員（2021〜） 

・ 厚生労働省 薬事・食品衛生審議会 日本薬局方部会 委員（2018〜2022） 

・ 厚生労働省 薬事・食品衛生審議会 指定薬物部会 委員（2018〜） 

・ 厚生労働省 依存性薬物検討会 委員（2019〜） 



・ PMDA 日本薬局方原案検討委員会 総合委員会 委員（2023〜） 

・ PMDA 日本薬局方原案検討委員会 総合小委員会 委員（2023〜） 

・ PMDA 日本薬局方原案検討委員会 標準品委員会 委員（2021〜2022）座長

（2023〜） 

・ PMDA 日本薬局方原案検討委員会 化学薬品委員会 委員（2015〜2022）座長

（2023〜） 

・ PMDA 日本薬局方原案検討委員会 化学薬品委員会各条国際調和パイロット

WG 委員（2023〜） 

・ PMDA 日本薬局方原案検討委員会 医薬品名称委員会 委員（2011〜） 

・ PMDA 日本薬局方原案検討委員会 総合委員会 天秤 WG 委員（2023〜） 

・ PMDA 日本薬局方原案検討委員会 総合委員会 ICH M7 日局取込み検討 WG 座

長（2023〜） 

・ PMDA 医薬品一般名称委員会 委員（2017〜） 

・ ICH-M7 専門家会議 副トピックリーダー（2018〜） 

・ 医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス財団 化学薬品標準品評価委員

会 委員（2023〜） 

・ 医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス財団 一般試験法用標準品評価

委員会 委員（2023〜） 

・ JPTI 編集委員（2025〜） 

・ 日本薬学会 代議員（2019〜2020，2021〜2022，2023〜2024） 

・ 日本ペプチド学会 評議員（第 16 期 2020〜2021，第 17 期 2022〜2023，第

18 期 2024〜2025） 

・ 日本薬学会レギュラトリーサイエンス部会 常任世話人（2024〜） 

・ 日本法中毒学会 若手研究者委員会 委員（2020〜2022） 

・ Guest Editor in Pharmaceuticals, Special Issue: “Target Protein Degradation: From 
Chemical Biology to Drug Discovery” 

・ Chemical and Pharmaceutical Bulletin 編集員（2022〜2024） 
・ Editorial Board of the Journal of Peptide Science（2025〜） 
 
Organizer 
・ International Symposium on Protein and Organelle Lifetime Regulation 

Organizing Committee (2025.10) 

・ 第41回日本DDS学会学術集会シンポジウム8「ケミカルバイオロジー」（2025.6） 

・ 第47回日本分子生物学会年会シンポジウム「プロテインノックダウンが切り

開くシン・バイオロジー」（2024.11） 

・ 第14回レギュラトリーサイエンス学会学術大会「中分子ペプチド医薬品開発



に向けた規制上の課題と取組」（2024.9） 

・ 日本薬学会第144回年会シンポジウム「中分子ペプチド医薬品の未来を拓く

イノベーションとレギュレーション」（2024.3） 

・ キングスカイフロントサイエンスフォーラム運営委員会（2022〜） 

・ 令和4年度M7ワークショップ（2022.10） 

・ CBI学会2022年大会プログラム委員（2022.10） 

・ 日本薬学会第142回年会シンポジウム「中分子創薬研究のフロンティア —ニ

ューモダリティへの戦略展開—」（2022.3） 

・ 第25回日本がん分子標的治療学会学術集会シンポジウム「ユビキチン創薬」

（2021.5） 

・ 日本薬学会第141回年会シンポジウム「フォルダマーの魅力 —基礎から材料・

創薬研究へ—」（2021.3） 

・ 第10回レギュラトリーサイエンス学会学術大会「中分子ペプチド医薬品開発

に向けた規制上の課題と取組」（2020.9） 

・ 日本薬学会第140回年会シンポジウム「フォルダマーの魅力 —ペプチド創薬

のパラダイムシフト—」（2020.3） 

・ 新学術ケモユビキチン第 3回班会議 （2019.12） 

・ 日本薬学会第139回年会シンポジウム「フォルダマーの魅力 —新たな創薬へ

の可能性—」（2019.3） 

・ 10th International Peptide Symposium Local Organizing Committee 

(2018.12) 

・ 日本薬学会第138回年会シンポジウム「フォルダマーの魅力 —設計・構造・

機能—」（2018.3） 

・ 第49回若手ペプチド夏の勉強会（2017.8） 

 
Award 
1. 日本ペプチド学会奨励賞：「短鎖ペプチドのヘリカル構造制御と機能化」

（2014） 

2. JSPS Postdoctoral Fellowships for Research Abroad (2011) 

3. 2010 年有機合成化学協会研究企画賞（カネカ）：「高度に空間制御されたペ

プチドフォルダマーを利用した不斉有機触媒の開発」（2010） 

4. 2006 年有機合成化学協会研究企画賞（大正製薬）：「電極酸化反応を用いた

非天然型アミノ酸の合成と機能性ペプチドへの展開」（2006） 

5. 第 20 回日本薬学会九州支部大会優秀発表賞：「α位に不斉を持たない光学

活性アミノ酸によるヘリカル構造の制御は可能か？」（2003） 

 



Funding Support 
研究代表者 

1. AMED・医薬品等規制調和評価研究事業（令和6～8年） 

「ペプチド薬物複合体の品質及び安全性評価に関する研究」 

2. JSPS学術変革領域研究A・タンパク質寿命が制御するシン・バイオロジー（令

和5～9年） 

「ケミカルデグレーダーによるタンパク質寿命制御」 

3. AMED・医薬品等規制調和評価研究事業（令和3～5年） 

「中分子ペプチド医薬品の品質及び安全性評価に関する研究」 

4. JSPS科研費・基盤研究C（令和3～6年） 

「革新的中分子医薬品創出を目指したペプチドフォルダマー研究」 

5. AMED・医薬品等規制調和評価研究事業（平成30～令和2年） 

「次世代型中分子ペプチド医薬品の品質及び安全性確保のための規制要件

に関する研究」 

6. JSPS科研費・基盤研究C（平成29～令和3年） 

「ペプチド二次構造制御を基軸とした創薬研究」 

7. JSPS科研費・基盤研究C（平成26～29年） 

「安定化ヘリカルペプチドを用いた標的タンパク質分解誘導剤の開発」 

8. 日本学術振興会・JSPS海外特別研究員（平成24～25年） 

「β-アミノ酸から構成される機能性ペプチドの開発」 

9. 日本学術振興会・国際学会等派遣事業（平成22年） 

「非天然アミノ酸を用いたペプチド二次構造の高度制御に関する研究」 

10. JSPS科研費・若手研究Ｂ（平成21～22年） 

「ハイブリッド手法による機能性プロリンの創製と応用研究」 

11. JSPS科研費・若手研究Ｂ（平成19～20年） 

「電極反応を利用したアミノ酸の合成」 

12. JSPS科研費・若手研究Ｂ（平成17～18年） 

「非天然型アミノ酸を利用した機能性ペプチドの創製」 

研究分担者 

1. AMED・医薬品等規制調和評価研究事業（令和6～8年） 

「医薬品の品質及び安全性確保のための評価手法等に係る国内基盤整備と

国際調和の推進に資する研究」 

2. AMED・次世代がん医療加速化研究事業（令和5～7年） 

「ミトコンドリアの機能タンパク質を標的とした非アルコール性脂肪性肝

炎関連肝がんの新規治療戦略」 

3. 科研費・基盤研究C（令和5～8年） 



「自在にストランドインベージョンできる擬似相補的ペプチド核酸の医薬

分子設計」 

4. 厚生科研費・特別研究事業（令和4年） 

「急増する植物成分由来危険ドラッグの迅速な規制に資する研究」 

5. AMED・新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業（令和4

年） 

「フラビノウイルスの生活環に特異的な抗フラビノウイルス薬の創出」 

6. AMED・B型肝炎創薬実用化等研究事業（令和4～6年） 

「B型肝炎ウイルスの解析に関する基礎研究と創薬ターゲットの探索・同定

に資する研究」 

7. AMED・肝炎等克服実用化研究事業（令和4～6年） 

「肝炎ウイルスによる病原性発現機構解析による新規治療法の開発」 

8. AMED・創薬基盤推進研究事業（令和4～6年） 

「新規モダリティ医薬品に関する基盤評価技術の開発」 

9. AMED・医薬品等規制調和評価研究事業（令和4～6年） 

「医薬品の品質水準の効率的確保に向けた日本薬局方の新規試験法と国際

調和の検討」 

10. AMED・医薬品等規制調和評価研究事業（令和3～5年）  

「先進的分析法を用いた広範な医薬品等の微量不純物の管理に関する研究

開発」 

11. AMED・新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業（令和3

年） 

「核輸送ダイナミクスに着目した新型コロナウイルスの新規治療薬の開発」 

12. 厚生科研費・医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策（令和3～5

年） 

「危険ドラッグ等の乱用薬物の迅速識別に関する分析情報の収集及び危害

影響予測のための研究」 

13. AMED・新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業（令和2

年） 

「COVID-19 に対する蛋白質分解医薬の開発とオフターゲット評価法の構築」 

14. 厚労科研費・食品の安全確保推進研究事業（令和2～4年） 

「既存添加物の品質向上に資する研究」 

15. AMED・医薬品等規制調和評価研究事業（令和元年～3年） 

「医薬品の品質確保のための日本薬局方改正に向けた試験法等開発に関す

る研究」 

16. 厚生科研費・医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策（令和元年



～3年） 

「規制薬物の分析と鑑別等の手法の開発のための研究」 

17. JSPS新学術領域・ケモテクノロジーが拓くユビキチンニューフロンティア

（令和元年） 

「ケモテクノロジーが拓くユビキチンニューフロンティア」 

18. JSPS新学術領域・ケモテクノロジーが拓くユビキチンニューフロンティア

（平成30～令和4年） 

「ケミカルプロテインノックダウン技術の開発と細胞制御」 

19. AMED・医療分野研究成果展開事業ACT-MS（平成30～令和元年） 

「がん特異的な蛋白質分解医薬品の開発」 

20. AMED・次世代がん医療創生研究事業（平成30～令和元年） 

「難治性がんに特異的に発現するIAPのユビキチンリガーゼ活性を利用した

革新的治療薬の開発」 

21. 厚労科研費・医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策（平成30～

令和2年） 

「危険ドラッグ等の乱用薬物に関する分析情報の収集及び危害影響予測の

ための研究」 

22. JSPS科研費・基盤研究C（平成30～令和3年） 

「アンチジーン法における配列制限の克服を目指したペプチド核酸の医薬

分子設計」 

23. AMED・創薬基盤推進研究事業（平成29～令和3年） 

「革新的医薬品等開発のための次世代安全性評価法の開発・標準化と基盤デ

ータ取得」 

24. 厚労科研費・食品の安全確保推進研究事業（平成29年） 

「食品添加物等の遺伝毒性発がんリスク評価のための新戦略法に関する研

究」 

25. 厚労科研費・食品の安全確保推進研究事業（平成29～令和元年） 

「既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究」 

26. 厚労科研費・化学物質リスク研究事業（平成28～30年） 

「透明性を確保した化学物質の新規なインシリコ毒性予測法の開発」 

27. 厚労科研費・医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策（平成28～

30年） 

「麻薬・向精神薬，法規制植物等の規制薬物の鑑別等に関する研究」 

28. 厚労科研費・医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策（平成27～

29年） 

「危険ドラッグ等の乱用薬物に関する分析情報の収集及び危害影響予測に



関する研究」 

29. AMED・次世代がん医療創生研究事業（平成28～29年） 

「プロテインノックダウン法の特性を活かした新しいがん分子標的薬の開

発」 

30. 厚労科研費・化学物質リスク研究事業（平成25～27年） 

「高度な化学物質有害予測システムの構築」 

31. 厚労科研費・医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策（平成25～

27年） 

「乱用薬物の鑑別法に関する研究」 

32. 厚労科研費・化学物質リスク研究事業（平成22～24年） 

「化学物質の有害予測の迅速化・高度化に関する研究」 

 
Research Publication 
2025 
1. Mechanistic study of plasmid DNA delivery by Magainin 2-derived stapled peptides 

M. Hirano, Y. Takechi-Haraya, Y. Abe, T. Misawa, N. Shibata, Y. Sato, Y. Demizu* 
Bioorg. Med. Chem., 123, 118176 (2025). 

2. 日本薬局方の国際調和に資する定量法の改正に関する研究 
辻厳一郎，出水庸介 

医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス, 印刷中． 
3. Enzymatic hydrolysis of ∆8-THC-O, ∆9-THC-O, 11-α-HHC-O, and 11-β-HHC-O by 

pooled human liver microsomes to generate ∆8-THC, ∆9-THC, 11-α-HHC, and 11-β-
HHC 
S. Zhao, J. C. P. García, R. Li, R. Kikura-Hanajiri, Y. Demizu, Y. Tanaka, Y. Ishii* 
Forensic Toxicol., in press. 

4. 日本薬局方における医薬品の品質確保に資する結晶評価手法に関する研究 
内山奈穂子，横尾英知，出水庸介，小出達夫，山本栄一 

医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス, 56, 70-75 (2025)． 
5. Advances in the development of Wnt/β-catenin signaling inhibitors 

M. Fujita, Y. Demizu* 
RSC Med. Chem., 16, 984-999 (2025). 
<Selected as Front Cover> 

6. Comprehensive in-vitro evaluation of the inhibitory effects of relatively high 
molecular weight peptides on drug-drug interaction-associated four liver transporters 
and its association with physicochemical properties 
R. Ishikawa, T. Misawa, Y. Demizu, Y. Saito, R. Kikura-Hanajiri, K. Saito* 



Drug Metab. Pharmacokinet., 61, 101055 (2025). 
7. Clozapine as an E3 ligand for PROTAC technology 

R. Takano, N. Ohoka,* T. Kurohara, N. Arakawa, K. Ohgane, T. Inoue, H. Yokoo,* Y. 
Demizu* 
ACS Med. Chem. Lett., 16, 258-262 (2024). 
<Selected as Supplementary Cover> 

2024 
8. Correlation Between Membrane Permeability and the Intracellular Degradation 

Activity of Proteolysis-Targeting Chimeras 
H. Yokoo, H. Osawa, K. Saito,* Y. Demizu* 
Chem. Pharm. Bull., 72, 961-965 (2024). 
Selected as Featured Article 

9. Strategic design of GalNAc-helical peptide ligands for efficient liver targeting 
T. Ito, N. Ohoka, M. Aoyama, T. Nishikaze, T. Misawa, T. Inoue, A. Ishii-Watabe, Y. 
Demizu* 
Chem. Sci., 15, 18789-18795 (2024). 
<Selected as Outside Front Cover> 

10. Linker and Conjugation Site Synergy in Antibody‒Drug Conjugates: Impacts on 
Biological Activity 
M. Aoyama,* M. Tada, H. Yokoo, T. Ito, T. Misawa, Y. Demizu, A. Ishii-Watabe 
Bioconjug. Chem., 35, 1568-1576 (2024). 
<Selected as Supplementary Cover> 

11. Hydrophobic CPP/HDO Conjugates: A New Frontier in Oligonucleotide-Warheaded 
PROTAC Delivery 
M. Naganuma, N. Ohoka,* M. Hirano, D. Watanabe, G. Tsuji, T. Inoue, Y. Demizu* 
RSC Med. Chem., 15, 3695-3703 (2024). 
<Selected as Inside Front Cover> 

12. Dual-modified penetratin peptides: Enhancing nucleic acid delivery through stapling 
and endosomal escape domain 
K. Horikoshi, M. Miyamoto, K. Tsuchiya, H. Yokoo,* Y. Demizu* 
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40. 出水庸介，「短鎖ペプチドのヘリカル構造制御と機能化」，ペプチドニュー
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41. 出水庸介，「DNAを不斉触媒として利用した不斉 Diels-Alder反応」，ファ
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招待講演 

1. 出水庸介，DDS キャリアペプチドの開発と応用研究，第 41 回日本 DDS 学会

学術集会シンポジウム：ケミカルバイオロジーが拓く DDSのニューフロンテ

ィア，第 41回日本 DDS 学会学術集会，千葉（2025.6/18）． 

2. 出水庸介，ICH-M7 の日本薬局方への取り込み「第十九改正日本薬局方及び

国際調和に向けて」，局方 CMC 研修講演会，Web（2025.3/21-28）． 

3. 出水庸介，PROTACの開発の現状と展望，第 41回メディシナルケミストリー

シンポジウムランチョンセミナー，京都（2024.11/21）． 

4. 出水庸介，中分子ペプチド医薬品開発に向けた規制上の課題と取組，第 14

回レギュラトリーサイエンス学会学術大会，東京（2024.9/14）． 

5. 出水庸介，有機化学の役割と共に描くレギュラトリーサイエンスの未来，創

立 150周年記念特別衛研シンポジウム，神奈川（2024.8/6）. 

6. 出水庸介，ペプチド医薬品の開発動向と規制ガイドライン，日本プロセス化

学会 2024 サマーシンポジウム，長崎（2024.7/4）. 

7. 出水庸介，PROTACの合理的デザイン，21 世紀を明るく科学する会 2024，静

岡（2024.6/29）. 

8. 出水庸介，ペプチド医薬品の開発動向と規制ガイドライン，立命館大創剤・

製剤技術研究コンソーシアム研究会，Web（2024.6/28）. 

9. 出水庸介，タンパク質分解医薬品の開発の現状と展望，第 28 回日本がん分

子標的治療学会学術集会シンポジウム「新世代医薬品の展望」，東京

（2024.6/21）. 

10. 出水庸介，創薬モダリティの進化と展望，日本薬学会第 144回年会シンポジ

ウム：がんと闘うアカデミア創薬の新挑戦，横浜（2024.3/29）.  

11. 出水庸介，中分子ペプチド医薬品のレギュレーション，日本薬学会第 144回

年会シンポジウム：中分子医薬および超分子 DDSの開発・評価とレギュレー

ションについて考える，横浜（2024.3/29）. 

12. 出水庸介，中分子ペプチド医薬品の開発の現状と将来展望，日本薬学会第

144回年会シンポジウム：中分子ペプチド医薬品の未来を拓くイノベーショ

ンとレギュレーション，横浜（2024.3/29）. 

13. 出水庸介，タンパク質分解医薬 PROTACの開発の現状と将来展望，R022量子

構造生物学委員会第 13回研究会，東京（2024.3/12）. 

14. 出水庸介，PROTACによるタンパク質寿命制御，「集え、多分野研究者！」感

染症キャンプ in宮崎，宮崎（2024.1/26-28）. 

15. 出水庸介，PROTACによるタンパク質寿命の制御，第 96回日本生化学会大会

シンポジウム「タンパク質寿命学の創出」，福岡（2023.11/2）. 



16. 出水庸介，中分子ペプチド医薬品の開発と規制の動向，山陽小野田市立山口

東京理科大学創薬・育薬特別講演会，山口（2023.9/5）. 

17. 出水庸介，ケミカルデグレーダーによるタンパク質寿命制御，タンパク質寿

命が制御するシン・バイオロジー「キックオフシンポジウム」，東京

（2023.8/7）. 

18. 出水庸介，PROTAC 開発の現状と将来展望，次世代モダリティ研究会，大阪

（2023.6/15）. 

19. 出水庸介，分子の匠：分子設計の美学，長崎大学薬学部薬化学講演会 2023，

長崎（2023.6/10）. 

20. 出水庸介，中分子ペプチド医薬品の現状と展望，日本化学会第 103春季年会

2023 イノベーション共創プログラム（CIP） セッション「バイオ医薬品の最

前線を支えるスマートケミストリー」，千葉（2023.3/22）. 

21. 出水庸介，日本薬局方試験法における有害試薬排除の検討，佐賀県製薬協会

研修会，佐賀（2023.2/3）. 

22. Demizu, Y., Development of potent PROTACs targeting hematopoietic 
prostaglandin D synthase via in silico design, The International Symposium in Tokyo, 
Ubiquitin New Frontier “from Neo-Biology to Targeted Protein Degradation” 
Tokyo (2022.12/3). 

23. 出水庸介，中分子ペプチド医薬品の現状と展望，第 23 回製剤機械技術学会

シンポジウム，東京（2022.11/25）. 

24. 出水庸介，合理的設計による高活性 PROTACの開発，第 95回日本生化学会大

会シンポジウム「ユビキチン・プロテアソーム研究のニューフロンティア」，

名古屋（2022.11）. 

25. 出水庸介，医薬品中のニトロソアミン類の低減化手法，令和 4 年度 M7ワー

クショップ，神奈川（2022.10）. 

26. 出水庸介，MOE を活用した PROTAC の合理的設計，MOE フォーラム 2022，東

京（2022.10）. 

27. 出水庸介，中分子ペプチド医薬品の現状と展望，第 11回 CSJ 化学フェスタ：

バイオ・食品・健康医療，コロナに負けるな！ワクチン・薬分野からの挑戦，

東京（2021.10）. 

28. 出水庸介，低分子・中分子医薬品開発効率化に資するレギュラトリーサイエ

ンス研究，第 25回日本がん分子標的治療学会学術集会：RS 教育講演，東京

（2021.5）. 

29. 出水庸介，ヘリカル構造制御に基づく高機能生理活性ペプチドの創出，日本

薬学会第 141 回年会シンポジウム：中分子創薬研究のフロンティア 〜生体

分子を標的とした機能性ペプチドの創製〜，広島（2021.3）. 



30. 出水庸介，中分子ペプチド医薬品開発に向けた規制上の課題と取組，第 10

回レギュラトリーサイエンス学会学術大会，東京（2020.9）． 

31. 出水庸介，ヘリカル構造制御に基づく抗菌ペプチドフォルダマーの開発，第

58 回日本生物物理学会年会シンポジウム：膜の海を旅するペプチド〜脂質

膜とペプチドの相互作用研究の新展開，Web（2020.9）. 

32. 出水庸介，非天然型アミノ酸の開発と含有ペプチドの二次構造制御，

CMC+AndTech FORUM 特殊ペプチドの合成技術と創薬の最新動向，東京

（2019.9）. 

33. 出水庸介，創薬研究および違法薬物の規制におけるインシリコ技術の活用，

MOE フォーラム 2019，東京（2019.7）. 

34. 出水庸介，M7(R2):「潜在的発がんリスクを低減するための医薬品中 DNA 反

応性(変異原性)不純物の評価及び管理」に対する補遺，第 40回 ICH即時報

告会，東京（2019.7）. 

35. 出水庸介，二次構造制御を基盤としたペプチド創薬研究，有機合成化学協会

九州山口支部講演会「合成有機化学のフロンティア」，福岡（2019.5）. 

36. 出水庸介，ペプチドフォルダマー創薬研究，日本薬学会第 139回年会シンポ

ジウム：フォルダマーの魅力-新たな創薬への可能性-，千葉（2019.3）. 

37. 出水庸介，中分子ペプチド医薬品開発に向けた規制上の課題と取組，第 4回

レギュラトリーサイエンス公開シンポジウム，東京（2019.2）. 

38. 出水庸介，タンパク質の寿命を制御できる分子の開発，生体分子コバレント

修飾の革新的解析拠点形成シンポジウム，東京（2018.2）. 

39. 出水庸介，核内受容体を標的とした転写活性化阻害および分解誘導ペプチド

の開発，第 48回若手ペプチド夏の勉強会，東京（2016.8）. 

40. 出水庸介，短鎖ペプチドのヘリカル構造制御と機能化，第 51 回ペプチド討

論会，徳島（2014.10）. 

41. 出水庸介，分子認識に基づくキラル銅触媒を用いたアルコール類の不斉トシ

ル化，第 1回若手交流合宿セミナー，福岡（2007.7）. 

 

セミナー・特別講義 

1. 出水庸介，医薬品開発と違法薬物対策を支えるレギュラトリーサイエンス，

長崎国際大学薬学部特別講義，長崎（2025.6）. 

2. 出水庸介，有機化学を基盤とした創薬へのアプローチ，横浜市立大学生命医

科学特別講義，横浜（2025.5）. 

3. 出水庸介，有機化学が支えるレギュラトリーサイエンス：医薬品開発と違法

薬物対策，長崎大学大学院医歯薬学総合研究科創薬プロセス特論 II，長崎

（2025.1）. 



4. 出水庸介，多様なモダリティを活用した創薬研究，岡山大学大学院医歯薬学

総合研究科先端創薬化学講演会 2024，岡山（2024.10）. 

5. 出水庸介，タンパク質分解医薬 PROTACの合理的デザイン，愛媛大学 PROSセ

ミナー＆大学院特別講義，愛媛（2024.10）． 

6. 出水庸介，多面的創薬アプローチ：モダリティの融合と革新，大阪公立大学

創薬科学特殊講義，大阪（2024.9）. 

7. 出水庸介，多様なモダリティを活用した創薬研究，慶應義塾大学理工学部特

別講義，神奈川（2024.7）. 

8. 出水庸介，化学が拓く未来：医薬品開発と違法薬物対策，慶應義塾大学理工

学概論，神奈川（2024.7）. 

9. 出水庸介，有機化学を基盤とした創薬へのアプローチ，横浜市立大学生命医

科学特別講義，横浜（2024.6）. 

10. 出水庸介，医薬品開発と違法薬物対策を支えるレギュラトリーサイエンス，

長崎国際大学薬学部特別講義，長崎（2024.6）. 

11. 出水庸介，多面的創薬アプローチ：モダリティの融合と革新，名古屋市立大

学大学院薬学研究科創薬生命科学特別講義１，名古屋（2024.5）. 

12. 出水庸介，次世代型中分子ペプチド医薬品の開発と規制の動向，長崎大学大

学院医歯薬学総合研究科創薬プロセス特論 IV，長崎（2023.12）. 

13. 出水庸介，多様なモダリティを活用した創薬研究，東邦大学大学院薬学研究

科特別講義，千葉（2023.10）. 

14. 出水庸介，多様なモダリティを活用した創薬研究，広島大学大学院医系科学

研究科薬科学特論，広島（2023.5）. 

15. 出水庸介，有機化学を基盤とした創薬へのアプローチ，横浜市立大学生命医

科学特別講義，横浜（2023.4）. 

16. 出水庸介，次世代型中分子ペプチド医薬品の開発と規制の動向，長崎大学大

学院医歯薬学総合研究科創薬プロセス特論 II，長崎（2022.12）. 

17. 出水庸介，有機化学を基盤とした創薬へのアプローチ，横浜市立大学生命医

科学特別講義，横浜（2022.4）. 

18. 出水庸介，次世代型中分子ペプチド医薬品の開発と規制の動向，長崎大学大

学院医歯薬学総合研究科創薬プロセス特論 IV，長崎（2022.1）. 

19. 出水庸介，規制科学の活性化と進歩に貢献できる有機化学研究，京都府立医

科大学大学院特別講義，京都（2021.11）. 

20. 出水庸介，有機化学を基盤とした創薬へのアプローチ，横浜市立大学生命医

科学特別講義，横浜（2021.4）. 

21. 出水庸介，次世代型中分子ペプチド医薬品の開発と規制の動向，長崎大学大

学院医歯薬学総合研究科創薬プロセス特論 II，長崎（2021.1）. 



22. 出水庸介，有機化学を基盤とした創薬へのアプローチ，横浜市立大学生命医

科学特別講義，横浜（2020.7）. 

23. 出水庸介，次世代型中分子ペプチド医薬品の開発と規制の動向，長崎大学大

学院医歯薬学総合研究科創薬プロセス特論 IV，長崎（2020.1）. 

24. 出水庸介，ペプチドで何ができるだろう？〜新たな道を拓く中分子医薬品〜，

国立医薬品食品衛生研究所 2019 年一般公開，神奈川（2019.8）. 

25. 出水庸介，中分子ペプチド医薬品の開発効率化に資するレギュラトリーサイ

エンス研究，2019 年度衛研シンポジウム − 医薬品・医療機器分野における

品質・安全性評価法の最前線 −，神奈川（2019.7）. 

26. 出水庸介，有機化学を基盤とした創薬へのアプローチ，横浜市立大学生命医

科学特別講義，横浜（2019.6）. 

27. 出水庸介，医薬品規制と違法薬物の規制に貢献できる有機化学研究，東京大

学先端科学技術研究センター，東京（2019.1）. 

28. 出水庸介，レギュラトリーサイエンスの活性化と進歩に貢献できる有機化学

研究，長崎大学大学院医歯薬学総合研究科創薬プロセス特論 II，長崎

（2018.12）. 

29. 出水庸介，ペプチド二次構造予測とタンパク質-リガンド相互作用解析，

MacroModel 講習会，東京（2018.9）. 

30. 出水庸介，レギュラトリーサイエンスの活性化と進歩に貢献できる有機化学

研究，平成 30 年度九州大学薬友会関東支部総会，東京（2018.5）. 

31. 出水庸介，二次構造制御を基盤としたペプチド創薬研究，早稲田大学講演会，

東京（2017.12）. 

32. 出水庸介，二次構造制御を基盤としたペプチド創薬研究，芝浦工業大学大学

院生命創薬科学特論，埼玉（2017.9）. 

33. 出水庸介，研究者の「仕事」って？，日吉南小学校，神奈川（2017.9）. 

34. 出水庸介，短鎖ペプチドのヘリカル構造制御と機能化，東京医科歯科大学生

体材料工学研究所，東京（2013.10）. 

35. 出水庸介，タンパク質の機能を模倣したペプチド -合成，構造，機能-，横

浜市立大学大学院生命医科学研究科，神奈川（2013.9）. 

36. 出水庸介，タンパク質の機能を模倣したペプチド -合成，構造，機能-，東

京工業大学生命工学特別講義，神奈川（2013.6）. 

 

国際学会 

1. Murakami, Y., Ishida, S., Ohta, M., Honma, T., Demizu, Y., Terayama, K., Machine 
learning-based PROTAC linker design method to enhance cell membrane 
permeability, PACIFICHEM 2025, Hawaii (2025.12/15-20). 



2. Yokoo, H., Dongrui, Z., Demizu, Y., Design of cell-Permeable peptide-based E3 
ligase ligands for development of protein degrader, PACIFICHEM 2025, Hawaii 
(2025.12/15-20). 

3. Shoda, T., Hashii, N., Harazono, A., Ishii-Watabe, A., Demizu, Y., Development of 
a fluorescent glycan labeling reagent using excimer fluorescence, PACIFICHEM 
2025, Hawaii (2025.12/15-20). 

4. Tsuji, K., Huang, X., Miyamoto, M., Yokoo, H., Kobayakawa, T., Demizu, Y., 
Tamamura, H., Utilization of HIV-1 Viral Protein R-derived Peptides as Novel E3 
Ligase Ligands for Development of BRD4 Degraders, Chemical Biology Symposium 
2025, India (2025.2/25). 

5. Fujii, S., Mudiyanselage, H.N.T.N., Misawa, T., Demizu, Y., Hanazono, Y., Ito, N., 
Kagechika, H., Structural development and crystallographic analysis of 
diphenylcarborane-based novel vitamin D receptor ligands, The 9th International 
Symposium on Biomedical Engineering (ISBE2024), Hamamatsu, Japan (2024.12/3-
4). 

6. Kikura-Hanajiri, R., Kawamura, M., Mizutani, S., Tanaka, R., Tsuji, G., Misawa, T., 
Yokoo, H., Demizu, Y., Isomeric analysis of hexahydrocannabinol (HHC), 
hexahydrocannabihexol (HHCH), and hexahydrocannabiphorol (HHCP) in products 
using LC-MS and supercritical fluid chromatograph (SFC)-QTOF-MS, The 61st 
Annual Meeting of TIAFT, Switzerland (2024.9/2-6). 

7. Takada, H., Tsuchiya, K., Demizu, Y., Study on the role of helix-stabilized peptides 
in transporting antisense morpholino oligomers into cells: relationships among 
helicity, cellular uptake, and antisense activity, 37th European Peptide Symposium & 
14th International Peptide Symposium, Italy (2024.8/25-30). 

8. Hirano, M., Yokoo, H., Oba, M., Misawa, T., Demizu, Y., Development of novel 
amphipathic stapled peptides as DDS carriers for intracellular delivery of nucleic 
acids, 37th European Peptide Symposium & 14th International Peptide Symposium, 
Italy (2024.8/25-30). 

9. Yokoo, H., Dongrui, Z., Demizu, Y., Development of nanoparticle-based protein 
degradation inducers based on nucleic acid delivery, 37th European Peptide 
Symposium & 14th International Peptide Symposium, Italy (2024.8/25-30). 

10. Fujita, M., Kikuchi, A., Arita, K., Misawa, T., Demizu, Y., Development of peptide-
based inhibitors against β-catenin using in silico approach, 37th European Peptide 
Symposium & 14th International Peptide Symposium, Italy (2024.8/25-30).  

11. Ito, T., Misawa T., Ohoka N., Aoyama M., Inoue T., Ishii A., Demizu, Y., Strategies 
for designing hepatocyte-selective carriers using helical peptides as stable scaffolds, 



37th European Peptide Symposium & 14th International Peptide Symposium, Italy 
(2024.8/25-30). 

12. Thilakarathne, N. M. H. N., Misawa, T., Demizu, Y., Hanazono, Y., Ito, N., 
Kagechika, H., Fujii , S., Structure-activity relationship (SAR) study of hydrophobic 
moiety of nonsecosteroidal VDR ligands using diphenylsilane scaffold, 21st IUPAB 
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183.森谷俊介，米田有希,桑田啓子，今村保忠，出水庸介，栗原正明，橘高敦史，

杉山亨，PreQ1塩基を持つペプチド核酸の合成とその性質，日本薬学会第 142

回年会，名古屋 Web（2022．3）． 

184.湯山円晴，三澤隆史，出水庸介，金谷貴行，佐藤忠章，栗原正明，ジフェニ

ルメタン骨格を持つ新規 ERα アンタゴニストの創製，日本薬学会第 142回

年会，名古屋 Web（2022．3）． 

185.辻厳一郎，栁瀨雄太，柴田識人，出水庸介，In silico スクリーニングによ

る STING リガンドの効率的探索と機能評価，日本薬学会第 142回年会，名古

屋 Web（2022．3）． 

186.柴田識人，横尾英知，遠藤彬則，伊藤貴仁，栁瀨雄太，村上優貴，藤井清永，

佐伯泰，内藤幹彦，有竹浩介，出水庸介，造血器型プロスタグランジン D合



成酵素選択的タンパク質分解誘導剤の開発，日本薬学会第 142回年会，名古

屋 Web（2022．3）． 

187.水谷佐久美，河村麻衣子，黒原崇，三澤隆史，出水庸介，袴塚高志，花尻（木

倉）瑠理，合成オピオイド nitazene類 14 化合物の識別法に関する検討，日

本薬学会第 142回年会，名古屋 Web（2022．3）． 

188.三澤隆史，出水庸介，NMR フィンガープリント法を用いたペプチドの構造変

性検出に関する検討，日本薬学会第 142回年会，名古屋 Web（2022．3）． 

189.津田萌菜，正田卓司，平田尚也，諫田泰成，井上英史，出水庸介，長鎖アル

キル基を有するエストロゲン受容体β選択的分解誘導剤の開発，日本薬学会

第 142回年会，名古屋 Web（2022．3）． 

190.平野元春，横尾英知，大庭誠，三澤隆史，出水庸介，核酸分子の効率的な細

胞内送達を可能とする両親媒性ペプチドフォルダマーの開発，日本薬学会第

142回年会，名古屋 Web（2022．3）． 

191.土屋圭輔，木吉真人，三澤隆史，石井明子，福原潔，出水庸介，β-カテニ

ンの機能を制御する新規ヘリカルペプチドの開発，日本薬学会第 142 回年

会，名古屋 Web（2022．3）． 

192.田京茉実，三澤隆史，平田尚也，諫田泰成，石田寛明，山本恵子，出水庸介，

非天然型アミノ酸含有ヘリカルペプチドによる VDR転写阻害剤の創製，日本

薬学会第 142回年会，名古屋 Web（2022．3）． 

193.村上優貴，黒原崇，横尾英知，伊藤貴仁，柳瀬雄太，柴田識人，有竹浩介，

内藤幹彦，出水庸介，H-PGDS分解誘導剤の構造活性相関研究，日本薬学会第

142回年会，名古屋 Web（2022．3）．（優秀発表賞） 

194.大澤陽，黒原崇，横尾英知，伊藤貴仁，栁瀨雄太，柴田識人，大槻崇，松藤

寛，有竹浩介，内藤幹彦，出水庸介，リンカー構造に着目した H-PGDS 分解

誘導剤の構造活性相関研究，日本薬学会第 142 回年会，名古屋 Web（2022．

3）． 

195.髙田真有，伊藤貴仁，平野元春，土屋圭輔，三澤隆史，出水庸介，多様なカ

チオン性アミノ酸を導入した抗菌ペプチドフォルダマーの開発，日本薬学会

第 142回年会，名古屋 Web（2022．3）． 

196.許涵喬，黒原崇，横尾英知，辻厳一郎，柴田識人，大岡伸通，井上貴雄，出

水庸介，固相法によるタンパク質分解誘導剤の迅速・効率的合成，日本薬学

会第 142回年会，名古屋 Web（2022．3）． 

197.伊藤貴仁，三澤隆史，出水庸介，高い抗菌活性を有するステープルペプチド

の創製，日本薬学会第 142回年会，名古屋 Web（2022．3）． 

198.黒原崇，伊藤貴仁，辻厳一郎，三澤隆史，横尾英知，栁瀨雄太，正田卓司，

坂井隆敏，細江潤子，内山奈穂子，穐山浩，出水庸介，動物用ホルモン剤の



高純度標品合成と評価に関する研究，日本薬学会第 142回年会，名古屋 Web

（2022．3）． 

199.永沼美弥子，大岡伸通，辻村はるな，松野研司，内藤幹彦，井上貴雄，辻厳

一郎，出水庸介，デコイ核酸をリガンドとしたエストロゲン受容体分解誘分

子の開発，日本薬学会第 142回年会，名古屋 Web（2022．3）． 

200.Maeyama, Y., Hosokawa, Y., Hamamura, K., Yokoo, H., Shibata, N., 
Naito, M., Demizu, Y., Aritake, K.，Specific degrader of hematopoietic 

prostaglandin D synthase prevented the progression of dilated 

cardiomyopathy in Duchenne muscular dystrophy，第 95回日本薬理学会年

会，福岡（2022．3）． 

令和 3 年 

201.辻厳一郎，伊藤貴仁，内山奈穂子，細江潤子，合田幸広，出水庸介，国際調

和に向けた日本薬局方の医薬品各条における試験法の改定に関する検討：

qNMR を利用した類縁物質の純度決定，第 3 回日本定量ＮＭＲ研究会年会，

Web（2021．12）． 

202.斎藤嘉朗，出水庸介，非天然型構造を有するペプチド医薬品の安全性評価，

第 4回医薬品毒性機序研究会，Web（2021．12）． 

203.大岡伸通，永沼美弥子，辻厳一郎，井上貴雄，出水庸介，デコイ核酸を利用

したタンパク質分解誘導キメラ分子の開発，第 44回日本分子生物学会年会，

横浜（2021．12）． 

204.山本栄一，横尾英知，政田さやか，内山奈穂子，辻厳一郎，袴塚高志，出水

庸介，伊豆津健一，合田幸広，ラニチジン不純物からの N-ニトロソジメチル

アミン（NDMA）の生成：ラニチジン塩酸塩中に NDMA が存在する潜在的な原

因，第 58回全国衛生化学技術協議会年会，名古屋（Web）（2021．12）． 

205.柴田識人，横尾英知，遠藤彬則，伊藤貴仁，栁瀨雄太，村上優貴，藤井清永，

佐伯泰，内藤幹彦，有竹浩介，出水庸介，造血器型プロスタグランジン D合

成酵素を標的とした選択的タンパク質分解誘導剤の開発，第 94 回日本生化

学大会，横浜（2021．11）． 

206.森谷俊介，桑田啓子，米田有希, 今村保忠，出水庸介，栗原正明，橘高敦史，

杉山亨，PreQ1 facilitates DNA strand invasion by PNA，第 58回ペプチ

ド討論会，Web（2021．10）． 

207.横尾英知，大岡伸通，大庭誠，伊藤貴仁，井上貴雄，内藤幹彦，出水庸介，

Peptide stapling improves the sustainability of peptide-based 

degraders against estrogen receptors，第 58回ペプチド討論会，Web（2021．

10）． 

208.田京茉実，三澤隆史，黒原崇，石田寛明，山本恵子，出水庸介，Development 



of helical peptides containing non-proteinogenic amino acids 

inhibiting VDR transcription，第 58回ペプチド討論会，Web（2021．10）． 

209.平野元春，齋藤千尋，川野竜司，三澤隆史，出水庸介，Development of helical 

antimicrobial peptides containing non-proteinogenic amino acids，第

58回ペプチド討論会，Web（2021．10）． 

210.栁瀨雄太，辻厳一郎，柴田識人，出水庸介，バーチャルスクリーニングを利

用した新規 STING リガンドの効率的探索，第 47回反応と合成の進歩シンポ

ジウム，Web（2021．10）． 

211.平野元春，齋藤千尋，川野竜司，三澤隆史，出水庸介，非天然アミノ酸を導

入した抗菌ペプチドフォルダマーの開発，第 15 回バイオ関連化学シンポジ

ウム，Web（2021．9）．  

212.許涵喬，辻厳一郎，大岡伸通，内藤幹彦，出水庸介，アゴニストリガンドを

利用したLXR分解誘導剤の開発，第65回日本薬学会関東支部大会，Web（2021．

9）． 

213.村上優貴，大澤陽，柴田識人，横尾英知，伊藤貴仁，柳瀬雄太，黒原崇，出

水庸介，造血器型プロスタグランジン D 合成酵素分解誘導剤の創製，第 65

回日本薬学会関東支部大会，Web（2021．9）． 

214.田京茉実，三澤隆史，黒原崇，石田寛明，山本恵子，出水庸介，ビタミン D

受容体転写阻害ペプチドの創製，第 65回日本薬学会関東支部大会，Web（2021．

9）． 

215.津田萌菜，正田卓司，平田尚也，諫田泰成，井上英史，出水庸介，長鎖アル

キル基を有する選択的エストロゲン受容体分解誘導剤の開発，第 65 回日本

薬学会関東支部大会，Web（2021．9）． 

216.湯山円晴，三澤隆史，出水庸介，金谷貴行，佐藤忠章，栗原正明，アセター

ル構造を有する新規 ERαアンタゴニストの創製，第 65回日本薬学会関東支

部大会，Web（2021．9）． 

217.平野元春，齋藤千尋，後藤千尋，川野竜司，三澤隆史，出水庸介，非天然ア

ミノ酸の導入による両親媒性抗菌ペプチドフォルダマーの創製，第 52 回若

手ペプチド夏の勉強会，Web（2021．8）．（ポスター発表優秀賞） 

218.三澤隆史，照井龍晟，槇島誠，須原義智，出水庸介，胆汁酸受容体 TGR5 を

標的とした新規レチノイド誘導体の創製，ケミカルバイオロジー第 15 回年

会，福岡（Web）（2021．6）． 

219.横尾英知，柴田識人，遠藤彬則，伊藤貴仁，柳瀬雄太，村上優貴，藤井清永，

大庭誠，佐伯泰，内藤幹彦，有竹浩介，出水庸介，高活性・高選択的な造血

器型プロスタグランジン D合成酵素分解誘導剤の開発，ケミカルバイオロジ

ー第 15回年会，福岡（Web）（2021．6）． 



220.水野美麗，森一憲，土屋圭輔，髙木孝士，三澤隆史，出水庸介，柴沼質子，

福原潔，シリビニンの高機能化を目指した創薬研究，日本農芸化学会 2021

年度大会，仙台（Web）（2021．3）． 

221.森谷俊介，桑田啓子，今村保忠，出水庸介，栗原正明，橘高敦史，杉山亨，

カチオン性グアニンアナログを導入したペプチド核酸オリゴマーによるス

トランドインベージョンの検討，日本薬学会第 141回年会，広島（Web）（2021．

3）． 

222.荒井慎之介，斎藤智亜季，水石彩菜，三澤隆史，出水庸介，栗原正明，紺野

奇重，抗アデノウイルス活性を期待した 2’-デオキシ炭素環ヌクレオシド

の合成，日本薬学会第 141回年会，広島（Web）（2021．3）． 

223.大岡伸通，横尾英知，井上貴雄，出水庸介，ペプチドリガンドを利用したタ

ンパク質分解誘導キメラ分子の開発，日本薬学会第 141回年会，広島（Web）

（2021．3）． 

224.辻厳一郎，池田健太郎，栁瀬雄太，林克彦，工藤由起子，出水庸介，アミン

骨格を有する c-di-GMP 誘導体の合成とバイオフィルム形成阻害評価，日本

薬学会第 141回年会，広島（Web）（2021．3）． 

225.横尾英知，柴田識人，永沼美弥子，村上優希，藤井清永，伊藤貴仁，有竹浩

介，内藤幹彦，出水庸介，造血器型プロスタグランジン合成酵素を標的とし

た分解誘導剤の開発，日本薬学会第 141回年会，広島（Web）（2021．3）． 

226.三澤隆史，照井龍晟，栁瀨雄太，横尾英知，槇島誠，須原義智，出水庸介，

5,6,7,8-Tetrahydronaphtalene骨格を用いた選択的 TGR5アゴニストの開発，

日本薬学会第 141回年会，広島（Web）（2021．3）． 

227.正田卓司，河村麻衣子，花尻瑠璃，出水庸介，LSD類縁体 MiPLAの合成とそ

の性状解析，日本薬学会第 141回年会，広島（2021．3）． 

228.伊藤貴仁，横尾英知，大岡伸通，内藤幹彦，井上貴雄，出水庸介，核内受容

体を標的とするペプチド型分解誘導剤の開発，日本薬学会第 141回年会，広

島（Web）（2021．3）． 

229.土屋圭輔，梅野智大，辻厳一郎，横尾英知，福原潔，三澤隆史，出水庸介，

光異性化に基づくエストロゲン受容体の活性制御，日本薬学会第 141 回年

会，広島（Web）（2021．3）． 

230.永沼美弥子，辻村はるな，大岡伸通，松野研司，須原義智，内藤幹彦，井上

貴雄，辻厳一郎，出水庸介，デコイ核酸をリガンドとしたエストロゲン受容
体分解誘導剤の創製，日本薬学会第 141回年会，広島（Web）（2021．3）． 

231.平野元春，齋藤千尋，後藤千尋，川野竜司，三澤隆史，出水庸介，両親媒性

抗菌ペプチドフォルダマーの合理的設計，日本薬学会第 141 回年会，広島

（Web）（2021．3）． 

232.田京茉実，佐藤友海，石田寛明，山本恵子，三澤隆史，出水庸介，非天然型



アミノ酸含有ヘリカルペプチドによる VDR-コアクチベータ相互作用阻害剤

の創製，日本薬学会第 141回年会，広島（Web）（2021．3）．（優秀発表賞） 

233.栁瀨雄太，池田健太郎，辻厳一郎，柴田識人，内藤幹彦，出水庸介，免疫系

制御を指向した新規 STING リガンドの効率的探索，日本薬学会第 141 回年

会，広島（Web）（2021．3）． 

234.辻村はるな，永沼美弥子，大岡伸通，須原義智，松野研司，内藤幹彦，井上

貴雄，辻厳一郎，出水庸介，アプタマーをリガンドとしたエストロゲン受容

体分解誘導剤の創製，日本薬学会第 141回年会，広島（Web）（2021．3）．（優

秀発表賞） 

235.許涵喬，辻厳一郎，大岡伸通，内藤幹彦，出水庸介，LXR を標的とした分解

誘導剤の開発，日本薬学会第 141回年会，広島（Web）（2021．3）． 

令和 2 年 

236.辻厳一郎，伊藤貴仁，内山奈穂子，細江潤子，合田幸広，出水庸介，国際調

和に向けた日本薬局方の医薬品各条における試験法の改定に関する検討：

qNMR を利用した類縁物質の純度決定，第 2 回日本定量ＮＭＲ研究会年会，

神奈川（2020．12）． 

237.大岡伸通，横尾英知，内藤幹彦，井上貴雄，出水庸介，非天然型アミノ酸を

有するヘリカルペプチドを利用したタンパク質分解誘導キメラ分子の開発，

第 43回日本分子生物学会年会，Web（2020．12）． 

238.佐藤友海，田京茉実，三澤隆史，石田寛明，山本恵子，出水庸介，Development 

of stapled peptides against inhibiting VDR-coactivator interaction，

第 57回ペプチド討論会，Web（2020．11）． 

239.平野元春，後藤千尋，三澤隆史，出水庸介，Development of antimicrobial 

peptide foldamers based on Magainin 2 sequence，第 57回ペプチド討論

会，Web（2020．11）． 

240.三澤隆史，平野元春，横尾英知，出水庸介，Development of post-

functionalizable antimicrobial peptide foldamers，第 57回ペプチド討

論会，Web（2020．11）． 

241.横尾英知，大岡伸通，内藤幹彦，井上貴雄，出水庸介，Development of 

peptide-based degraders against estrogen and androgen receptor，第 57

回ペプチド討論会，Web（2020．11）． 

242.斎藤嘉朗，出水庸介，中分子ペプチド医薬品の非臨床安全性評価における留

意点，第 10回レギュラトリーサイエンス学会学術大会，東京（2020.9）． 

243.横尾英知，柴田識人，永沼美弥子，伊藤貴仁，内藤幹彦，有竹浩介，出水庸

介，造血器型プロスタグランジン合成酵素を標的とした分解誘導剤の開発，

第 64回日本薬学会関東支部大会，Web（2020．9）． 



244.今田敦之，水石彩菜，紺野奇重，三澤隆史，出水庸介，栗原正明，藤井幹雄，

抗アデノウイルス活性を期待した炭素環 2’-デオキシ炭素環 7-デアザアデ

ノシンの合成，第 64回日本薬学会関東支部大会，Web（2020．9）． 

245.石綱遥，斎藤智亜季，紺野奇重，三澤隆史，出水庸介，栗原正明，藤井幹雄，

抗アデノウイルス活性を期待した炭素環 2’-デオキシ炭素環ピリミジンヌ

クレオシドの合成，第 64回日本薬学会関東支部大会，Web（2020．9）． 

246.政田さやか，遊佐仁曉，辻厳一郎，横尾英知，細江潤子，新井玲子，田中誠

司，出水庸介，袴塚高志，合田幸広，内山奈穂子，プエラリア・ミリフィカ

由来 kwakhurinの形式全合成と相対モル感度係数を利用したプエラリア・ミ

リフィカ含有食品中の miroestrolの定量，第 62回天然有機化合物討論会，

Web（2020．9）． 

247.池田健太郎，栁瀨雄太，辻厳一郎，林克彦，工藤（原）由起子，出水庸介，

c-di-GMP誘導体の合成とバイオフィルム形成阻害評価，第 34回日本バイオ

フィルム学会学術集会，Web（2020．8）． 

248.三澤隆史，照井龍晟，槇島眞，須原義智，出水庸介，新規 TGR5 リガンドの

開発，日本ビタミン学会第 72回大会，愛知（2020．6）． 

249.斎藤嘉朗，出水庸介，非天然型構造を有するペプチド医薬品の非臨床評価の

方向性，第 47回日本毒性学会学術年会，仙台（2020．6）． 

250.辻厳一郎，三澤隆史， 正田卓司，河村麻衣子，花尻（木倉）瑠璃，袴塚高

志，出水庸介，国内標品確保のためのフェンタニル構造類似化合物の合成研

究，日本薬学会第 140回年会，京都（2020．3）． 

251.三澤隆史，出水庸介，NMR フィンガープリント法を用いたペプチド医薬品の

立体構造解析，日本薬学会第 140回年会，京都（2020．3）． 

252.斎藤智亜季，水石彩菜，目黒公太郎，植松明星，原島利彰，林宏典，児玉栄

一，三澤隆史，出水庸介，栗原正明，紺野奇重，Carbocyclic-2'-

deoxynucleosideの合成研究 －carbocyclic-2'-deoxyuridineの合成－，日

本薬学会第 140回年会，京都（2020．3）． 

253.水石彩菜，斎藤智亜季，目黒公太郎，植松明星，原島利彰，林宏典，児玉栄

一，三澤隆史，出水庸介，栗原正明，紺野奇重，Carbocyclic-2'-

deoxynucleoside の合成研究 －carbocyclic-2'-deoxy-7-deazaadenosine

の合成－，日本薬学会第 140回年会，京都（2020．3）． 

254.森谷俊介，笹祐子，桑田啓子，今村保忠，出水庸介，栗原正明，橘高敦史，

杉山亨，ペプチド核酸による double duplex invasionを応用した目視可能

判定可能な一塩基多型検出系の検討，日本薬学会第 140回年会，京都（2020．

3）． 

255.正田卓司，大岡伸通，辻厳一郎，井上英史，内藤幹彦，出水庸介，疎水性タ



グを利用した CRABP分解誘導剤の開発，日本薬学会第140回年会，京都（2020．

3）． 

256.柴田識人，大岡伸通，辻厳一郎，出水庸介，内藤幹彦，発がん因子 BCR-ABL

の脱ユビキチン化は慢性骨髄性白血病細胞の増殖に必要である，日本薬学会

第 140回年会，京都（2020．3）． 

257.津田萌菜，正田卓司，井上英史，出水庸介，長鎖アルキル基を有するエスト

ロゲン受容体分解誘導剤の ER サブタイプ選択性に関する検討，日本薬学会

第 140回年会，京都（2020．3）． 

258.大岡伸通，三澤隆史，内藤幹彦，出水庸介，新しい細胞膜透過性ペプチドフ

ォルダマーの開発と細胞特異的な siRNAの導入，日本薬学会第 140回年会，

京都（2020．3）． 

259.池田健太郎，栁瀨雄太，辻厳一郎，林克彦，菊池裕，工藤（原）由起子，出

水庸介，アミン骨格を利用した環状ジヌクレオチド誘導体の合成とバイオフ

ィルム形成阻害評価，日本薬学会第 140回年会，京都（2020．3）． 

260.栁瀨雄太，池田健太郎，辻厳一郎，柴田識人，内藤幹彦，出水庸介，STING

を標的とした CDN誘導体の設計と合成，日本薬学会第140回年会，京都（2020．

3）． 

261.横尾英知，大岡伸通，内藤幹彦，出水庸介，核内受容体分解誘導ペプチドの

創製，日本薬学会第 140回年会，京都（2020．3）． 

262.平野元春，後藤千尋，林克彦，菊池裕，三澤隆史，工藤由起子，出水庸介，

ステープル構造を持つ抗菌ペプチドフォルダマーの開発，日本薬学会第 140

回年会，京都（2020．3）． 

263.照井龍晟，三澤隆史，須原義智，出水庸介，新規 TGR5 リガンドの開発，日

本薬学会第 140回年会，京都（2020．3）． 

264.根本可南子，辻厳一郎，大岡伸通，内藤幹彦，出水庸介，LXR を標的とした

分解誘導剤の開発，日本薬学会第 140回年会，京都（2020．3）． 

265.馬庭愛加，辻厳一郎，内山奈穂子，細江潤子，大槻崇，松藤寛，合田幸広，

出水庸介，国際調和に向けた日本薬局方の医薬品各条における試験法の改定

に関する研究，日本薬学会第 140回年会，京都（2020．3）． 

平成 31 年，令和元年 

266.辻厳一郎，三澤隆史，河村麻衣子，花尻瑠理，袴塚高志，出水庸介，フェン

タニル類似化合物の化学合成に関する研究，第 56 回全国衛生化学技術協議

会年会，広島（2019．12）． 

267.政田さやか, 辻厳一郎, 新井玲子, 内山奈穂子, 出水庸介, 袴塚高志, 堤

智明, 穐山浩, 阿部康弘, 原矢佑樹, 伊豆津健一, 合田幸広, 奥田晴宏，

医薬品に混入する懸念のある N-nitrosodimethylamine(NDMA)の迅速分析法



の開発，第 56回全国衛生化学技術協議会年会，広島（2019．12）． 

268.大岡伸通，三澤隆史，内藤幹彦，出水庸介，siRNAを高効率で細胞内に導入

する細胞膜透過性ペプチドフォルダマーの開発，第 42 回日本分子生物学会

年会，福岡（2019．12）． 

269.池田健太郎，栁瀨雄太，辻厳一郎，林克彦，菊池裕，工藤由起子，出水庸介，

新規環状ジヌクレオチド誘導体の合成とバイオフィルム形成阻害能の評価，

第 37回メディシナルケミストリーシンポジウム，東京（2019．11）． 

270.三澤隆史，大岡伸通，後藤千尋，大庭誠，田中正一，内藤幹彦，出水庸介，

生体分子を細胞内に輸送する細胞膜透過性ペプチドフォルダマーの開発，第

37回メディシナルケミストリーシンポジウム，東京（2019．11）． 

271.後藤千尋，平野元春，林克彦，菊池裕，工藤由起子，三澤隆史，出水庸介，

マガイニン 2配列を基にした安定化ヘリカルペプチドの開発，第 37回メデ

ィシナルケミストリーシンポジウム，東京（2019．11）． 

272.永沼美弥子，三澤隆史，辻厳一郎，横尾英知，松野研司，出水庸介，芳香族

/複素環骨格を有するエストロゲン受容体調整薬の創製，第 37回メディシナ

ルケミストリーシンポジウム，東京（2019．11）． 

273.水野美麗，森一憲，三澤隆史，高木孝士，出水庸介，柴沼質子，福原潔，ア

ミロイドβを創薬標的としたシリビニン誘導体の開発，第 37 回メディシナ

ルケミストリーシンポジウム，東京（2019．11）． 

274.三澤隆史，大岡伸通，大庭誠，田中正一，内藤幹彦，出水庸介，Development 

of cell-penetrating foldamers for delivery of biomacromolecules，第

56回ペプチド討論会，東京（2019．10）． 

275.後藤千尋，平野元春，林克彦，三澤隆史，菊池裕，出水庸介，Development 

of antimicrobial peptide foldamers based on Magainin 2 sequence，第

56回ペプチド討論会，東京（2019．10）． 

276.森谷俊介，笹祐子，桑田啓子，今村保忠，出水庸介，栗原正明，橘高敦史，

杉山亨，An approach toward visual detection of single nucleotide 

polymorphism using pseudocomplementary peptide nucleic acid，第 56回

ペプチド討論会，東京（2019．10）． 

277.栁瀨雄太，池田健太郎，辻厳一郎，林克彦，菊池裕，工藤由起子，出水庸介，

アミン構造を基盤とした環状ジヌクレオチド等価体の創製，第 45 回反応と

合成の進歩シンポジウム，岡山（2019．10）． 

278.森谷俊介，柴崎初音，桑田啓子，今村保忠，出水庸介，栗原正明，橘高敦史，

杉山亨，7-Aminomethyl-7-deazaguanineをもつ PNAオリゴマー，第 45回反

応と合成の進歩シンポジウム，岡山（2019．10）． 

279.三澤隆史，大岡伸通，大庭誠，田中正一，内藤幹彦，出水庸介，細胞膜高透



過性ペプチドフォルダマーの開発と DDSキャリアへの応用，第 13回バイオ

関連化学シンポジウム，宮城（2019．9）． 

280.後藤千尋，平野元春，林克彦，三澤隆史，菊池裕，出水庸介，強い抗菌活性

を示す両親媒性ペプチドフォルダマーの開発，第 13 回バイオ関連化学シン

ポジウム，宮城（2019．9）． 

281.三澤隆史，大岡伸通，後藤千尋，大庭誠，田中正一，内藤幹彦，出水庸介，

生体高分子を細胞内に導入するキャリアペプチドの開発，第 63 回日本薬学

会関東支部大会，東京（2019．9）． 

282.池田健太郎，栁瀨雄太，辻厳一郎，林克彦，菊池裕，出水庸介，アミン骨格

を基盤とした環状ジヌクレオチド等価体の合成とバイオフィルム形成阻害

能の評価，第 63回日本薬学会関東支部大会，東京（2019．9）． 

283.平野元春，後藤千尋，林克彦，三澤隆史，菊池裕，工藤由起子，出水庸介，

ヘリカル構造制御に基づく抗菌ペプチドフォルダマーの開発，第 63 回日本

薬学会関東支部大会，東京（2019．9）． 

284.永沼美弥子，横尾英知，三澤隆史，松野研司，辻厳一郎，出水庸介，芳香族

複素環を有するエストロゲン受容体アンタゴニストの構造活性相関研究，第

63回日本薬学会関東支部大会，東京（2019．9）． 

285.辻厳一郎，三澤隆史，河村麻衣子，花尻瑠理，袴塚高志，出水庸介，分析用

標品確保のためのフェンタニル構造類似化合物の合成に関する研究，日本法

中毒学会第 38 年会，福岡（2019．7）． 

286.河村麻衣子，辻厳一郎，三澤隆史，出水庸介，袴塚高志，花尻瑠理，イオン

モビリティー質量分析計を用いた生体試料中フェンタニル類スクリーニン

グ分析法の検討，日本法中毒学会第 38 年会，福岡（2019．7）． 

287.三澤隆史，大岡伸通，後藤千尋，大庭誠，田中正一，内藤幹彦，出水庸介，

生体高分子を細胞内に効率的に輸送するキャリアペプチドの開発，第 35 回

日本 DDS 学会学術集会，横浜（2019．7）． 

288.三澤隆史，大岡伸通，後藤千尋，大庭誠，田中正一，内藤幹彦，出水庸介，

生体高分子を効率的に細胞内へ輸送する細胞膜高透過性フォルダマーの開

発，ケミカルバイオロジー第 14回年会，名古屋（2019．6）． 

289.大岡伸通，辻厳一郎，正田卓司，藤里卓磨，出水庸介，内藤幹彦，新しいユ

ビキチンリガーゼをリクルートして標的蛋白質を分解するキメラ化合物の

開発と抗がん剤としての可能性，第 23 回日本がん分子標的治療学会学術集

会，大阪（2019．6）． 

290.内山奈穂子，政田さやか，辻厳一郎，新井玲子，出水庸介，袴塚高志，堤智

昭，穐山浩，阿部康弘，伊豆津健一，合田幸広，奥田晴宏，HPLCによる高血

圧治療薬バルサルタン中 N-nitrosodimethylamine (NDMA)の迅速定量法，第



86回日本分析化学会有機微量分析研究懇談会，京都（2019．6）． 

291.林克彦，三澤隆史，後藤千尋，出水庸介，工藤由起子，菊池裕，バイオフィ

ルム測定による Mycoplasma pneumoniae に対する抗菌成分のスクリーニン

グ系の構築，第 46回日本マイコプラズマ学会学術集会，北海道（2019．5）． 

292.三澤隆史，出水庸介，ヘリカルテンプレートペプチドの合成と post-

modificationによる機能化，日本薬学会第 139回年会，千葉（2019．3）． 

293.後藤千尋，三澤隆史，菊池裕，出水庸介，ヘリカル構造に着目した抗菌ペプ

チドの開発とその毒性評価に関する研究，日本薬学会第 139 回年会，千葉

（2019．3）． 

294.池田健太郎，栁瀨雄太，辻厳一郎，出水庸介，環状アミン構造を基盤とした

新規環状ジヌクレオチド誘導体の創製，日本薬学会第 139回年会，千葉（2019．

3）． 

295.辻厳一郎，合田幸広，出水庸介，日本薬局方試験法における有害試薬排除の

検討，日本薬学会第 139回年会，千葉（2019．3）． 

296.森谷俊介，柴崎初音，桑田啓子，今村保忠，出水庸介，栗原正明，橘高敦史，

杉山亨，新規カチオン性グアニンアナログをもつ PNAオリゴマー，日本薬学

会第 139回年会，千葉（2019．3）． 

297.堤智昭，穐山浩，笛木周平，伊佐川聡，出水庸介，内山奈穂子，政田さやか，

新井玲子，阿部康弘，原矢佑樹，袴塚高志，辻厳一郎，伊豆津健一，合田幸

広，奥田晴宏，GC-MS を用いたバルサルタン中の不純物である N-

nitrosodimethylamineの分析，日本薬学会第 139回年会，千葉（2019．3）． 

298.政田さやか, 辻厳一郎, 新井玲子, 内山奈穂子, 出水庸介, 袴塚高志, 堤

智明, 穐山浩, 阿部康弘, 原矢佑樹, 伊豆津健一, 合田幸広, 奥田晴宏，

HPLC によるバルサルタン中 NDMA の迅速定量法，日本薬学会第 139 回年会，

千葉（2019．3）． 

299.大岡伸通，辻厳一郎，正田卓司，出水庸介，内藤幹彦，新たなユビキチンリ

ガーゼを標的蛋白質にリクルートして分解するキメラ化合物の開発，日本薬

学会第 139回年会，千葉（2019．3）． 

300.大岡伸通，辻厳一郎，正田卓司，出水庸介，内藤幹彦，新しいユビキチンリ

ガーゼを利用して標的タンパク質を分解するキメラ化合物の開発，第 1回新

学術「ケモユビキチン」班会議・第 2 回ユビキチン研究会合同会議，東京

（2019．1）． 

301.出水庸介，二次構造制御を基盤としたペプチド創薬研究，第 1回新学術「ケ

モユビキチン」班会議・第 2回ユビキチン研究会合同会議，東京（2019．1）． 

平成 30 年 



302.三澤隆史，大岡伸通，大庭誠，田中正一，内藤幹彦，出水庸介，細胞膜高透

過性ペプチドフォルダマーの開発と核酸デリバリーへの応用，第 36 回メデ

ィシナルケミストリーシンポジウム，京都（2018．11）. 

303.杉山亨，柴崎初音，森谷俊介，桑田啓子，今村保忠，出水庸介，栗原正明，

橘高敦史，正電荷を帯びたグアニン誘導体を持つ PNAオリゴマーの合成，第

36回メディシナルケミストリーシンポジウム，京都（2018．11）． 

304.辻厳一郎，杉本直樹，出水庸介，化学合成による既存添加物の定量用標品の

供給に関する研究，日本食品衛生学会第 114回学術講演会，広島（2018．11）． 

305.出水庸介，三澤隆史，大岡伸通，服部隆行，内藤幹彦，ペプチドリガンドを

利用した標的タンパク質分解誘導剤の開発，第 44 回反応と合成の進歩シン

ポジウム，熊本（2018．11）． 

306.大岡伸通，辻厳一郎，正田卓司，藤里卓磨，出水庸介，内藤幹彦，芳香族炭

化水素受容体ユビキチンリガーゼを利用する新しいプロテインノックダウ

ン技術の開発，第 41回日本分子生物学会年会，横浜（2018．11）． 

307.橋井則貴，三澤隆史，鈴木琢雄，出水庸介，石井明子，液体クロマトグラフ

ィー／多段階質量分析を利用した特殊環状ペプチドの構造解析，第 91 回日

本生化学会大会，京都（2018．9）． 

308.三澤隆史，大岡伸通，大庭誠，田中正一，内藤幹彦，出水庸介，核酸デリバ
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383.山下博子，出水庸介，加藤巧馬，大岡伸通，三澤隆史，服部隆行，田中正一，
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387.古場百合恵，上田篤志，大庭誠，土井光暢，出水庸介，栗原正明，田中正一，

エチレンアセタールを有するキラル 5 員環アミノ酸を含有するペプチドの
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388.杉山亨，桑田啓子，今村保忠，出水庸介，栗原正明，高野真史，橘高敦史，
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